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小型起振機を用いた構造物の振動特性の推定に関する研究

- その2.起振機実験による建物振動特性の推定結果 一
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1.まえがき (4)正弦波加振は,2.5Hz～7.6Hzまでの 26点としたO

この起振機の基本的な性能の確認 と,実際の建物に対

し,常時微動測定,フイープ加振,正弦波加振や 自由振 4.実験結果

動等の実験を実施 したので,その結果を報告する｡ (1)常時微動

2.実験の概要

内容は,重錘の急停止の状況 (自由振動)を把握する

こと,実際的建物における常時微動測定,スイープ加振,

振動数を変位 させた正弦波加振等の実験である｡

対象 とした建物は,図-1のように,長辺 15m,短辺

8m,高さ 10mの S造 3階建てである｡
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図-1 計測器等の配置

3.計測方法

起振機,計測器の配置を図-1に示す｡図中,Y は短辺

(N-S)方向,Z は上下方向であるo起振機は lFの中央

に設置し,加坂は Y 方向とした｡また,Y 方向のセンサ

ーは各階の中央｣,Z方向は各階の端 (Y 方向)に設置 し

た｡使用 したセ ンサーはサーボ型速度計 (東京測振製

VSE-15D)である｡センサーからのデータは A-D 変換シ

ステムからパソコンに記録 した｡

各実験の計測方法は,以下の様である｡

(1)常時微動測定は,加振実験の前に約 10分間計測 し

た｡

(2)自由振動は,3.7Hzで重錘を急停止させた｡

(3)スイープ加坂は,0.1Hz～10Hzで実施 した｡

Y,Z方向のフー リエスペク トルを図-2に示す｡図中,

上は Y方向,下は Z方向である,また,太い実線 (-)

は 3F,細い点線 (-I)は 2F,細い実線 (-)は 1F を示

す｡

この図より,Y 方向,Z方向の卓越振動数は,0,3Hzと

0.7Hz付近に見 られ る｡ この ピー クの うち,Y 方向の

3.7Hzは lFより3Fの振幅が増幅することから,建物の固

有振動数 と推定される｡一万,0.3Hz付近は,各階とも振

幅の大きさがほぼ同じであることから,かな り深い地盤

の影響が現れると考えられるO
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図-2 フー リエスペク トル (常時微動)

(2)重錘の変位波形 と応答波形

重錘の停止状況における重錘の変位波形 と応答波形

(1階の Y 方向)を図-3に示す｡図中,(a)は緊急停止,
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(b)は中心軸での停止である｡また,応答波形より求め

た固有振動数 と減衰定数を表-1に示す｡

この図,表より,各停止状況における応答波形 (自由

振動波形)は,どの場合でも良好であること,固有振動

数と減衰定数はほとんど一致していること等がわかる｡
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(a) 緊急停止

図-3 重錘の変位 と応答変形

義-1 固有振動数と減衰定数一覧

緊急停止 中心軸停止 平均値

固有振動数 (Hz) 3.65 3,65 3.64

(3)スイープ加振実験

0.1Hzから10Hzまでの共振,位相曲線 (3Fの Y方向)

を図-4に示す,この図より,振幅は 3.7Hzに大きなピー

クがあり,位相遅れも 900を示すことから,建物の 1次

固有振動数である｡また,7Hz付近にもピークを示すが,
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図-4 共振 ･ 位相 曲線 (スイープ加振)

(4)定常加振実験

2,5Hzから 7.5Hzまでの共振 ･位相曲線 (3Fの Y 方

向)を図-5に示す｡この図より,振幅は 3.7Hzと 7Hz付

近が卓越 し,位相遅れは 3.7Hzで 900遅れ,また,7Hz

で変化 していることから,これ らのピークは建物の 1次,

2次の固有振動数と推定される.
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図-5 共振 ･位相曲線 (正弦波加振)

表-2 実験結果の一覧

観測 .実験項 固有振動数 減衰定数
目 (Hz)

常時微動 3.7 -

スイープ実験 3.7 -

定常加振実験 3.7 0.06

自由振動実験 3.7 0.06

5.まとめ

S造 3階建て建物-適用した場合実験結果をまとめると

以下の様である｡

(1)緊急停止,中心軸での停止の場合,応答波形は乱

れていないため,どの場合でも適用できる｡

(2)S造 3階建て建物に適用した場合の実験結果を表-2

に示す｡この結果,各実験 ともほとんど同じ値であるこ

とがわかる｡今後の方針 として,フルパワーによる低い

振動数からの長期間実験を実施する予定である｡

参考資料

①リニアモータアクチュエータ IPROS エンジニア向け

情報サイ トhttT):〟ww .it)ros.jD/I)rOducts/000560009/

②Enomoto,T.,T.Yam am oto,T.Kuriyana(2002),̀℃ymi c

chamcteriSticsofseismiCallyisolatedRCbuildingusingstrong

motionsrecordedbyvertiCal arrayobservationsystemH･Fifth

EuropeanConferenceonStmchralDymi cs･

*1ソルーション(樵)

H2(樵)大林組

… 3神奈川大学工学部

82

*lorganization1SolusionColLtd･

+*2obayashi-kumi Co･Ltd･

'+3FacultyofEngineering,KanagawaUniversity


	img082
	img083

